
図２ コーホートチャート
国勢調査の５歳ごとの人口数を比較し、各世代の　人口が５年間に何人・何％増減したかを一覧にしたもの。

平成12年の 赤囲み の流れが「第１の波」。また、平成27年の 緑囲み が「第２の波」と期待する部分。

調査年 比較年 総人口 0-4歳 5-9 歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85-89歳 90-94歳 95-99歳 100歳 -

平成
２年
調査

S60 7,277 １　段→ 520 515 584 490 423 479 510 515 458 513 516 564 411 284 228 144 70 39 12 2
H2 6,947 432 471 498 417 422 383 447 521 504 442 488 451 497 373 248 164 116 48 21 4 0

増減数 -330 -49 -17 -167 -68 -40 -32 11 -11 -16 -25 -65 -67 -38 -36 -64 -28 -22 -18 -8 -2
増減率 -4.5% -9.4% -3.3% -28.6% -13.9% -9.5% -6.7% 2.2% -2.1% -3.5% -4.9% -12.6% -11.9% -9.2% -12.7% -28.1% -19.4% -31.4% -46.2% -66.7% -100.0%

平成
７年
調査

Ｈ 2 6,974 １　段→ 432 471 498 417 422 383 447 521 504 442 488 451 497 373 248 164 116 48 21 4
Ｈ 7 6,478 324 339 408 444 409 395 317 402 477 475 424 445 411 442 342 202 117 72 25 7 1

増減数 -496 -93 -63 -54 -8 -27 -66 -45 -44 -29 -18 -43 -40 -55 -31 -46 -47 -44 -23 -14 -3
増減率 -7.1% -21.5% -13.4% -10.8% -1.9% -6.4% -17.2% -10.1% -8.4% -5.8% -4.1% -8.8% -8.9% -11.1% -8.3% -18.5% -28.7% -37.9% -47.9% -66.7% -75.0%

平成
12年
調査

Ｈ 7 6,478 １　段→ 324 339 408 444 409 395 317 402 477 475 424 445 411 442 342 202 117 72 25 7
Ｈ 12 6,204 247 300 349 363 389 442 350 305 360 478 467 398 400 375 397 296 156 82 42 7 1

増減数 -274 -24 10 -45 -55 33 -45 -12 -42 1 -8 -26 -45 -36 -45 -46 -46 -35 -30 -18 -6
増減率 -4.2% -7.4% 2.9% -11.0% -12.4% 8.1% -11.4% -3.8% -10.4% 0.2% -1.7% -6.1% -10.1% -8.8% -10.2% -13.5% -22.8% -29.9% -41.7% -72.0% -85.7%

平成
17年
調査

Ｈ 12 6,204 １　段→ 247 300 349 363 389 442 350 305 360 478 467 398 400 375 397 296 156 82 42 7
Ｈ 17 6,034 260 264 316 252 309 395 405 346 328 358 466 456 373 368 353 358 239 119 51 17 1

増減数 -170 17 16 -97 -54 6 -37 -4 23 -2 -12 -11 -25 -32 -22 -39 -57 -37 -31 -25 -6
増減率 -2.7% 6.9% 5.3% -27.8% -14.9% 1.5% -8.4% -1.1% 7.5% -0.6% -2.5% -2.4% -6.3% -8.0% -5.9% -9.8% -19.3% -23.7% -37.8% -59.5% -85.7%

平成
22年
調査

Ｈ 17 6,034 １　段→ 260 264 316 252 309 395 405 346 328 358 466 456 373 368 353 358 239 119 51 17
Ｈ 22 5,775 227 279 249 225 186 298 377 408 350 333 371 453 457 354 335 312 299 183 57 20 2

増減数 -259 19 -15 -91 -66 -11 -18 3 4 5 13 -13 1 -19 -33 -41 -59 -56 -62 -31 -15
増減率 -4.3% 7.3% -5.7% -28.8% -26.2% -3.6% -4.6% 0.7% 1.2% 1.5% 3.6% -2.8% 0.2% -5.1% -9.0% -11.6% -16.5% -23.4% -52.1% -60.8% -88.2%

平成
27年
調査

Ｈ 22 5,775 １段→ 227 279 249 225 186 298 377 408 350 333 371 453 457 354 335 312 299 183 57 20
Ｈ 27 5,592 219 248 266 182 170 220 303 373 422 339 321 369 444 444 322 313 267 215 115 34 6

増減数 -183 21 -13 -67 -55 34 5 -4 14 -11 -12 -2 -9 -13 -32 -22 -45 -84 -68 -23 -14
増減率 -3.2% 9.3% -4.7% -26.9% -24.4% 18.3% 1.7% -1.1% 3.4% -3.1% -3.6% -0.5% -2.0% -2.8% -9.0% -6.6% -14.4% -28.1% -37.2% -40.4% -70.0%

す
。
こ
れ
は
、
昔
は
家
族
２
～
３
世
代
で
生

活
し
て
い
ま
し
た
が
子
ど
も
が
独
立
し
、
現

在
は
、
親
だ
け
が
住
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
か
ら
で
、
さ
ら
に
時
間
が
経
過
す
る
と
親

の
世
代
も
高
齢
に
な
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
に
住
み
替
え
を
す
る
こ
と
で
今
度
は
、
空

き
家
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
　

現
在
の
子
育
て
世
代
を
中
心
に
、
空
き
家

と
な
っ
た
一
戸
建
て
に
住
み
替
え
を
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で
す
が
、
思
う
よ

う
に
住
み
替
え
が
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　

そ
の
原
因
は
、
空
き
家
に
な
っ
て
も
土
地

の
関
係
で
簡
単
に
転
売
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
今
の
子
育
て
世
代
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
不
況
や
就
職
難
の
影
響
に
よ
り
不
安
定
な

雇
用
環
境
で
働
い
て
い
る
人
も
多
い
こ
と
か

ら
、
昔
の
よ
う
に
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

解
消
し
、
集
落
整
備
を
進
め
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
仕
組
み
づ
く
り
や
補
助
制
度
が
必
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
今
は
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
う
こ
と

で
地
方
で
も
仕
事
が
で
き
る
時
代
な
の
で
、

移
住
し
て
子
ど
も
を
の
び
の
び
と
育
て
た

い
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
子
育
て
し
た
い
と

考
え
る
親
も
多
く
い
ま
す
。

　
　

新
冠
に
は
、
そ
の
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
素
晴
ら
し
い
環
境
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
の
強
み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
も

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

山
間
地
区
の
農
地
指
定
さ
れ
た
土
地
で
は
、

自
由
に
住
宅
が
建
設
で
き
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

　
　

自
分
も
専
門
分
野
で
は
な
く
、
詳
し
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
指
定
さ
れ
た

場
所
で
も
従
業
員
住
宅
の
建
設
が
で
き
る
よ

う
な
の
で
、
移
住
を
希
望
す
る
人
に
牧
場
の

従
業
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
業
務
の
一
部
に

従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
で
従
業
員
住
宅
を
建

設
す
る
仕
組
み
を
制
度
化
す
る
な
ど
、
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
対
応
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

①
新
冠
町
の
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら

　
　

平
成
22
年
～
27
年
に
か
け
て
の
新
冠
町
の

人
口
減
少
率
は
３
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
が
、

地
区
別
増
減
率
の
地
図
（
左
ペ
ー
ジ
図
１
参

照
）
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
ほ
と
ん
ど
の

地
区
で
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
様
な
中
、
大
き
く
人
口
が
増
加
し
た

の
が
共
栄
と
西
泊
津
の
２
地
区
で
す
ね
。
お

話
し
を
聞
く
と
、
増
加
の
要
因
は
明
ら
か
で
、

共
栄
地
区
で
は
老
人
ホ
ー
ム
の
増
築
に
よ
り

町
外
か
ら
の
移
住
者
が
増
え
、
ま
た
、
西
泊

津
地
区
で
は
、
宅
地
開
発
に
よ
り
町
内
外
か

ら
移
住
者
が
集
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
ね
。

　
　

こ
こ
で
分
か
る
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
「
住
む
と
こ
ろ
が
で
き
る
と
人
が
増

え
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
、
住
む

と
こ
ろ
が
増
え
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
は
人
の

入
れ
替
え
し
か
起
き
ず
、
人
口
は
増
加
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

人
口
減
少
を
議
論
す
る
時
「
ど
う
し
て
人

口
が
増
え
な
い
の
か
」
を
考
え
ま
す
が
、
新

し
い
施
設
や
宅
地
が
造
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、

そ
こ
で
生
活
す
る
人
は
増
え
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
再
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
住
宅
対
策
」

　
　

で
は
、
今
後
も
ど
ん
ど
ん
「
宅
地
開
発
」

を
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

違
う
と
思
い
ま
す
。
何
か
新
し
い
仕
事
場
が

で
き
る
な
ど
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
良
い
で
す

が
、
見
通
し
も
な
く
宅
地
開
発
を
す
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

新
冠
は
、
苫
小
牧
や
札
幌
な
ど
の
人
口
密

集
地
か
ら
の
通
勤
圏
で
は
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
今
後
は
「
住
み
替
え
」
と
い
っ
た
集

落
整
備
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

詳
し
く
説
明
す
る
と
、
市
街
地
な
ど
従
来

か
ら
あ
る
住
宅
地
は
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
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札幌市立大学　　

原俊彦教授に聞く

新冠町の可能性

「
コ
ー
ホ
ー
ト
分
析
か
ら
」

　
　

次
に
、
５
年
ご
と
の
人
口
増
減
率
を
示

す
コ
ー
ホ
ー
ト
チ
ャ
ー
ト
（
左
ペ
ー
ジ

図
２
参
照
）
を
み
る
と
、
15
歳
～
24
歳

の
年
齢
層
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
時
期
は
進
学
・
就
職
時
期
の
為
、

あ
る
程
度
人
口
流
出
が
起
き
て
し
ま
う

の
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

し
か
し
、
こ
の
後
の
世
代
で
増
加
に

転
じ
て
お
ら
ず
、
卒
業
後
に
新
冠
に
戻

る
の
が
難
し
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
世
代
の
対
策
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
年
齢
が
上
の
層
で
は
、
60
歳

前
後
か
ら
人
口
減
少
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
年
代
の
人
口
減
少
の
原
因
は
、
退

職
前
後
に
町
を
離
れ
て
住
み
替
え
を
す

る
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　
　

札
幌
市
や
大
都
市
地
域
で
は
80
歳
前

後
ま
で
人
口
が
増
加
す
る
の
で
、
新
冠

で
は
20
年
早
く
高
齢
者
の
人
口
減
少
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
　

高
齢
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

大
都
市
が
抱
え
る
２
０
２
５
年
問
題
（
第

１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
一
斉
に
75

歳
の
後
期
高
齢
者
を
迎
え
る
社
会
問
題
）

の
影
響
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
人

口
減
少
を
防
ぐ
に
は
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

「
人
口
の
波
」

　
　

次
に
、
図
２
チ
ャ
ー
ト
の
特
徴
的
な

動
き
と
し
て
「
人
口
の
波
」
が
あ
り
ま
す
。

　
　

「
第
１
の
波
」
は
、
平
成
12
年
調
査
の

25
歳
～
29
歳
の
世
代
で
、
33
人
増
加
、
増

加
率
８
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
部
分
で
す
。

（
図
２
の
赤
線
囲
み
）

　
　

５
年
後
の
平
成
17
年
の
調
査
で
は
、

37
人
減
少
し
、
減
少
率
は
８
・
４
％
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
平
成
22
年
調
査

で
３
人
、
平
成
27
年
調
査
で
14
人
増
加

し
ま
す
。

　
　

全
世
代
で
人
口
減
少
が
起
き
る
中
、

こ
の
様
に
人
口
増
加
の
波
を
作
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
こ
れ
が
増
え
る
こ
と

で
人
口
の
減
少
率
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
第
１
の
波
も
楽

観
視
で
き
な
い
の
が
、
先
ほ
ど
説
明
し

た
60
歳
前
後
で
始
ま
る
人
口
減
少
で
す
。

　
　

こ
の
世
代
も
15
年
後
に
は
60
歳
の
退

職
年
齢
に
近
づ
き
、
町
外
に
流
出
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
高
齢
者
に
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、「
第
２
の
波
」
が
、
平
成
27

年
調
査
の
25
歳
～
29
歳
の
世
代
で
、
34

人
増
加
、
増
加
率
18
・
３
％
と
な
っ
て

い
る
部
分
で
す
。（
図
２
の
緑
線
囲
み
）

　
　

第
１
の
波
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
波

を
止
め
る
こ
と
な
く
維
持
し
て
い
く
取

り
組
み
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

図１ 新冠町地区別人口増減率

共栄地区と
西泊津地区の
伸び率が大きい

市街地拡大図
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３つのテーマ

　①国勢調査の資料を見て

　②町政懇談会の資料から

　③まちづくりのキーワード
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